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解説 ６ページ国語科改訂の主な内容：目標の構成の改善



「Ａ話すこと・聞くこと」
「Ｂ書くこと」
「Ｃ読むこと」

＋
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕

（
現

行

）

(1)言葉の特徴や使い方に関する事項
(2)情報の扱い方に関する事項
(3)我が国の言語文化に関する事項

Ａ話すこと・聞くこと
Ｂ書くこと
Ｃ読むこと

（新
）

〔知識及び技能〕

〔思考力・判断力・表現力等〕

解説 ７ページ国語科改訂の主な内容：内容の構成の改善

し
〔学びに向かう力，人間性等〕

指導事項のまとまりごとに
は示さない



学習内容の改善・充実

①語彙指導の改善・充実

②情報の扱い方に関する指導の改善・充実

③学習過程の明確化、「考えの形成」の重視

④我が国の言語文化に関する指導の改善・充実

⑤漢字指導の改善・充実

解説 ８・９ページ国語科改訂の主な内容

５つの
ポイント



解説 ９・１０ページ 系統表⑤１７６国語科改訂の主な内容

系統表の重視

指導事項

言語活動例

Ｈ２９学校教育の指針
（２）国語 １ページ

系統的
段階的

螺旋的
反復的



解説 １１～１３ページ

定義

ゴシックは
引用



国語科の目標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動

を通して、国語で正確に理解し適切に表現する

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 日常生活に必要な国語について、その特質を

理解し適切に使うことができるようにする。

(2) 日常生活における人との関わりの中で伝え合

う力を高め、思考力や想像力を養う。

(3) 言葉がもつよさを認識するとともに、言語感

覚を養い、国語の大切さを自覚し、国語を尊

重してその能力の向上を図る態度を養う。

思考力，判断力，
表現力等

知識及び
技能

学びに向かう
力，人間性等

解説１１～１３ページ



各
学
年
の
目
標

解説 １４・１５ページ 系統表①１６８



国語科の目標

言葉による見方・考え方 を働かせ、言語活動を通

して、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。

(1) 日常生活に必要な国語について、その特質を理解

し適切に使うことができるようにする。

(2) 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力

を高め、思考力や想像力を養う。

(3) 言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を

養い、国語の大切さを自覚し、国語を尊重してそ

の能力の向上を図る態度を養う。

解説 １１・１２ページ

児童が学習の中で、対象と言葉、
言葉と言葉との関係を、言葉の
意味、働き、使い方等に着目し
て捉えたり問い直したりして、
言葉への自覚を高めること

「主体的・対話的で深い学び」における
「深い学び」を考える鍵

言葉に着目し、言葉に自覚的になるような指導を…



(1)言葉の特徴や使い方に関する事項
(2)情報の扱い方に関する事項
(3)我が国の言語文化に関する事項

Ａ話すこと・聞くこと
Ｂ書くこと
Ｃ読むこと

〔知識及び技能〕

〔思考力・判断力・表現力等〕

解説 １６ページ内容の構成



〔知識及び技能〕の内容

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項

解説 １６～２１ページ

○言葉の働き
○話し言葉と書き言葉
○漢字
○語彙
○文や文章
○言葉遣い
○表現の技法
○音読、朗読

系統表②１７０



漢字指導の改善・充実

第4学年

新たに加えた漢字20字

茨 媛 岡 潟 岐 熊 香 佐 埼 崎
滋 鹿 縄 井 沖 栃 奈 梨 阪 阜

より４字

賀 群 徳 富

第5学年

より１字

城

第６学年

解説 １７ページ

改訂のポイント⑤

○漢字

都道府県に用いる
漢字２５字を配当



第4学年

第5学年

へ２１字

囲 紀 喜 救 型 航 告
殺 士 史 象 賞 貯 停
堂 得 毒 費 粉 脈 歴

第5学年

へ２字

胃 腸

第６学年

へ９字

恩 券 承 舌 銭 退 敵 俵 預

第６学年

解説 １７ページ

＊移行措置 平成３０年度…第４学年
平成３１年度…第４学年・第５学年



語彙指導の改善・充実

学
力
差

語彙の
量と質の違い

全ての教科等における資質・能力の育成や
学習の基盤となる言語能力を支える重要な要素

解説 １８ 系統表②１７０○語彙

改訂のポイント①



第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年 第5学年及び第6学年

○○○語句の量を増し、
話や文章の中で使うとともに、

○○○に気付き（理解し）、
語彙を豊かにすること。

解説 １８ページ

系統表② １７０



情報の扱い方に関する指導の改善・充実

〔知識及び技能〕の内容

（２）情報の扱い方に関する事項

解説 ２２・２３ページ

系統表③ １７２

改訂のポイント②



学校教育の指針（２）国語 ２ページ下③



我が国の言語文化に関する指導の改善・充実

〇伝統的な言語文化
〇言葉の由来や変化
〇書写
〇読書

〔知識及び技能〕の内容

（３）我が国の言語文化に関する事項

解説 ２４・２５ページ

改訂のポイント④

系統表③ １７２



（５）読書指導の改善・充実

○読書
解説 ２５ページ

解説 ９ページ

学校教育の指針（２６）学校図書館

図書館を利用して何をしたいのか明確にすることが大切



(1)言葉の特徴や使い方に関する事項
(2)情報の扱い方に関する事項
(3)我が国の言語文化に関する事項

Ａ 話すこと・聞くこと
Ｂ 書くこと
Ｃ 読むこと

〔知識及び技能〕

〔思考力・判断力・表現力等〕

解説 ２７ページ内容の構成



〔思考力，判断力，表現力等〕の内容
解説 ２７～３８ページ



系統表④⑤⑥ １７４～１７９

学習過程
指導事項

言語活動例



学習過程の明確化、「考えの形成」の重視

解説２８・３２・３６ページ
○考えの形成

活動ありきではなく、
活動を通じてどのような資質・能力を育成するのか

改訂のポイント③



○共有
解説２８・３２・３６

小学校段階では、
「よいところ」を見付ける



学校教育の指針（２）④



授業改善のための
言語活動の創意工夫

解説３０・３４・３８

あくまでも「例」
児童の実態を踏まえ、アイデアを発揮！



各学年の内容
解説 ３９～１５２ページ

第１節 第１学年及び第２学年の内容
１ 〔知識及び技能〕
２ 〔思考力，判断力，表現力等〕

第２節 第３学年及び第４学年の内容
１ 〔知識及び技能〕
２ 〔思考力，判断力，表現力等〕

第３節 第５学年及び第６学年の内容
１ 〔知識及び技能〕
２ 〔思考力，判断力，表現力等〕



解説１５３～１６０ページ

指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画作成上の配慮事項

○主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
○弾力的な指導
○〔知識及び技能〕
○「Ａ話すこと・聞くこと」
○「書くこと」
○「読書」及び「読むこと」
○低学年における他教科等や幼児教育との関連
○他教科等との関連
○障害のある児童への配慮
○道徳科などとの関連



解説１６１～１６５ページ

指導計画の作成と内容の取扱い

２ 内容の取扱いについての配慮事項

○〔知識及び技能〕に示す事項の取扱い
・日常
・辞書や辞典
・ローマ字
・漢字
・古典
・書写

○情報機器の活用に関する事項
○学校図書館などの活用に関する事項



解説１６６・１６７ページ

指導計画の作成と内容の取扱い

３ 教材についての配慮事項

（１）調和的に取り上げる
言語活動が十分に行われるよう取り上げる

（２）教材を取り上げる観点（１０項目）
（３）「Ｃ読むこと」の教材

おわりに…
○評価について



ご清聴ありがとうございました

※ここに掲載している資料は、文部科学省が作
成した学習指導要領の解説（平成２９年６月）
を基に、一部を抜粋・加筆して作成しています。


